
「あなたを置き去りにはしない」        2019 年 01 月 30 日 

ヘブライ人への手紙 13 章 1 節～7 節 兄弟としていつも愛し合いなさい。旅人をもて

なすことを忘れてはいけません。そうすることで、ある人たちは、気づかずに天使たちを

もてなしました。自分も一緒に捕らわれているつもりで、牢に捕らわれている人たちを思

いやり、また、自分も体を持って生きているのですから、虐待されている人たちのことを

思いやりなさい。結婚はすべての人に尊ばれるべきであり、夫婦の関係は汚してはなりま

せん。神は、みだらな者や姦淫する者を裁かれるのです。金銭に執着しない生活をし、今

持っているもので満足しなさい。神御自身、「わたしは、決してあなたから離れず、決し

てあなたを置き去りにはしない」と言われました。だから、わたしたちは、はばからずに

次のように言うことができます。「主はわたしの助け手。わたしは恐れない。人はわたし

に何ができるだろう。」あなたがたに神の言葉を語った指導者たちのことを、思い出しな

さい。彼らの生涯の終わりをしっかり見て、その信仰を見倣いなさい。 

 

「著者」は、クリスチャンとしての証しの生活について諭している。「兄弟としていつ

も愛し合いなさい。」この時代は、パックス・ローマーナ（ローマの平和）と言われた時

代で、ローマの市民権を持つ人々だけが平和を享受したのである。外国人たちが人間扱い

されることがない、むき出しの弱肉強食の世界であった。ところが、教会は全ての人を人

間と認め、愛の交わりを体験する夢のような場であった。この愛が、あれだけ迫害されて

も、ローマ社会に受け入れられていった大きな要因であった。「旅人をもてなすことを忘

れてはいけません。そうすることで、ある人たちは、気づかずに天使たちをもてなしまし

た。」イスラエル人も旅人であった。不安と恐怖の中を旅したのである。もてなしを受け

たら、安堵し、旅の疲れも忘れるような喜びである。アブラハムは天使とは知らずに、旅

人をもてなした。天使の旅人はその時イサクの誕生を告げた。「自分も一緒に捕らわれて

いるつもりで、牢に捕らわれている人たちを思いやり、また、自分も体を持って生きてい

るのですから、虐待されている人たちのことを思いやりなさい。」牢に捕らわれている人

たちとは、信仰の故に投獄されている人のことである。拷問を受け、劣悪な環境で虐待さ

れている人たちの身体的な痛みが分かるはずだから、彼らのことを思いやりなさい。「結

婚はすべての人に尊ばれるべきであり、夫婦の関係は汚してはなりません。神は、みだら

な者や姦淫する者を裁かれるのです。」ローマ社会は夫婦関係が乱れ、女性たちは苦しん

でいた。夫婦の関係を汚さないことは、女性の尊厳を守ることでもあった。「金銭に執着

しない生活をし、今持っているもので満足しなさい。」人はいくらお金を持っても、まだ

欲しいと言う。金銭に執着せず、持っているもので満足する。モーセの後継者ヨシュアに

神は、「 主御自身があなたに先立って行き、主御自身があなたと共におられる。主はあな

たを見放すことも、見捨てられることもない。恐れてはならない。おののいてはならない

（ヨシュア 31：8）」と言われた。また、詩編 118 編 6 節には「 主はわたしの味方、わた

しは誰を恐れよう。人間がわたしに何をなしえよう」と書かれている。神は私たちを置き

去りにせず、共にいてくださる。「あなたがたに神の言葉を語った指導者たちのことを、

思い出しなさい。彼らの生涯の終わりをしっかり見て、その信仰を見倣いなさい。」信仰

は神と私との関係をしっかり築くことであるが、それを導いてくれた先達の生と死を見つ

め、その信仰に倣うように勧めている。 


